
課題（レポートや小テスト等）に対するフィードバックの方法

1048－ －

講義名 経営戦略論Ａ

森口 文博担当教員

2単位数

開講期・曜日・時限

主題と概要

・ビジネスの現場では、あらゆる課題が複雑に入り組んでおり、経営の意思決定は一筋縄にはいきません。
・ただし、ビジネスを成功に導くために必要となる型やパターンがあり、上手に活用することにより、的確な意思決定を行うことが可能となります。
・本講義では、基本的な経営戦略にまつわる理論や戦略分析のフレームワークを紹介し、企業の事例を通じて分析手法や戦略提案について学びます。
・組織論等の企業経営に関連する領域にも触れながら、企業経営を構想し、自ら戦略立案を行える基本的な思考力の構築を主眼に置きます。

到達目標

・学生は、経営戦略の基礎的な分析モデルやフレームワークの活用方法を習得する。
・学生は、上記分析モデルやフレームワークを活用して、企業を取り巻く環境や自社の持つ資源を的確に分析できるようになる。
・学生は、自身で分析した結果をベースとして、戦略提案が行えるようになる。

提出課題

・定期的に小テストまたは小課題に取り組んでいただきます。
・予習・復習を行い、講義で学んだことを確実に、自分で活用できるように努めてください。

履修にあたっての注意・助言他

①期末試験の成績：60％
②小テスト（または小課題）20％
③講義への積極的な参加・貢献20％

評価の基準

・「もし、自身があの企業の経営者だったら・・・」と当事者になったつもりで、その企業の経営戦略を考えてみましょう。
　講義で学ぶ経営戦略にまつわる理論や戦略分析のフレームワークに関する理解が深まります。
・自身が疑問に思うことは、他の受講生も疑問に思っている可能性が高いです。
　よって、疑問点はそのままにせず、積極的に質問・発言してください。積極的な講義中の発言・貢献を重視します。
・他の受講生の迷惑となる行為は退出を命じることがありますので、留意ください。

ナンバリング履修開始年次 ２年生

教科書
.ベーシック＋ 経営戦略.

その他

・毎回、講師作成のレジュメをRYUKA Portalにアップロードします。
・教科書をベースに講義を進めますが、教科書だけではカバーしきれない点についてレジュメや参考文献を用いて補足・紹介します。
・その他参考となる図書等は、適宜講義の中で紹介します。

井上達彦/中川功一/川瀬真紀 中央経済社 2640 9784502325014

1.イントロダクション【経営戦略とは？、SWOT分析】（教科書第1章・2章）
2.利益：プロフィット【KGI、KPI】（教科書第3章）
3.構造：ストラクチャー【ファイブ・フォース分析】（教科書第4章）
4.位置：ポジショニング【一般戦略分析～2軸で考える～】（教科書第5章）
5.資源：リソース【リソース・ベースド・ビュー（RBV)、VRIO分析】（教科書第6章）
6.相手：ゲーム【ゲーム理論ベースの戦略論】（教科書第7章）
7.構想1：デザイン【戦略構想の4ステップ（洞察：フォーサイト、逆転：リバース、類推：アナロジーまで）】（教科書第8～11章）
8.構想2：デザイン【戦略構想の4ステップ（試作：プロトタイプ、検証：バリデーション）】（教科書第12章・13章）
9.人脈：ネットワーク【社会ネットワーク、チームビルディング】（教科書第14章）
10.全社：コーポレート【全社戦略、多角化、組織アイデンティ】（教科書第15章）
11.相乗：シナジー【範囲の経済】（教科書第16章）
12.範囲：バウンダリー【垂直統合、組織間調整、取引コスト】（教科書第17章）
13.社会：ソーシャル【社会的企業、CSV、共感、顧客価値】（教科書第18章）
14.知財：IP【特許、実用新案、商標、意匠、著作権の戦略的活用】（担当教員の実務経験からの講義）
15.市場地位別戦略【リーダー、チャレンジャー、ニッチャー、フォロワー】（参考書第5章）

・本講義は対面にて実施します。
・受講生とのインタラクションを交えながら各回の講義のキーワードにまつわる話題を提供します。
・講義の構成は、以下のような構成を予定しています。
　前半：講師が各回の講義のテーマに関する説明・解説を行う。
　後半：個人または小グループでの簡単な演習（プラクティス）に取り組んでいただき、演習結果の共有とワークの解説を行う。

授業計画

・質問・疑問点等の問い合わせはメール（Fumihiro_Moriguchi@red.umds.ac.jp）に送付ください。
・また、講義中以外でも不明点や質問があれば、上記のメールアドレスにて受け付けます。

備考

授業形態（アクティブ・ラーニング）

・予習：各回の講義で取り扱う教科書・参考書のパートを読み、キーワードについてあらかじめ調べておく。
・復習：各回の講義で取り扱ったキーワードを自身の言葉で説明できるように講義資料や演習の内容を振り返りまとめる。

※講義と合わせて、上記の予習・復習を反復することで学習効果が高まりますので、ぜひ実践してください。
　予習・復習のバランスは各受講生に委ねますが、合わせて4時間を目安とします。

授業形態

・小テストまたは小課題については、講義の中で回答と解説を行います。
・また、受講生からの質問をメールにて受け付けます。
・受け付けたメールについて、他の受講生にもフィードバックした方がよいと判断した場合は、次回の講義の中で紹介し、解説します。

　

〇

ア：PBL（課題解決型学習） イ：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

ウ：ディスカッション、ディベート エ：グループワーク

オ：プレゼンテーション カ：実習、フィールドワーク

準備学修（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間

・講義内での積極的な発言やディスカッションを期待しています。
・講義の後半では、個人または小グループでの簡単な演習（プラクティス）に取り組んでいただきますので、
　演習した内容を全体に共有いただき、その内容を受講生とともに考え、受講者との対話を重視しながら講義を実施します。
・その他オンラインツールを使用する場合は、講義内で案内します。

双方向授業の実施及びICTの活用に関する記述

・政府系金融機関での9年間の融資渉外・各種ソリューション提案の実務経験がありますので、
　ビジネス現場の実態も交えた講義展開ができます。

・大学での産学連携支援、知的財産管理業務の経験があり、
　技術シーズがビジネスとして上市されるプロセスに携わった経験談を交えた講義展開ができます。

実務経験の有無及び活用

キ：その他（ＡＬ型であるけども、以上の項目のいずれにも該当しない場合）

・本講義は、企業マネジメントに関する幅広い知識と専門領域で要求される知識・実践的能力を身につける講義である。
・経営理論や戦略分析のフレーム（道具）を提供し、企業の現状を分析し、あるべき姿に導く的確な戦略立案能力（使い方）を身に着けていただきます。

卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

.1からの戦略論. 嶋口充輝/内田和成/黒岩健一郎 碩学舎 2640 9784502167416

後期 月曜日 ４時限

参考図書




